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伊良湖
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（旧）伊良湖集落

（現）伊良湖集落

伊良湖
シーサイド
ゴルフ倶楽部

　
半
年
間
で
全
村
移
転
へ

　

１
９
０
５
年
（
明
治
38
年
）
当
時
の
伊

良
湖
集
落
は
、
現
在
の
伊
良
湖
シ
ー
パ
ー

ク
＆
ス
パ
か
ら
伊
良
湖
シ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
周
辺
に
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の

戸
数
は
１
１
２
戸
、
人
口
７
２
９
人
で
、

半
農
半
漁
の
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
年
の
９
月
、
陸
軍
か
ら
伊
良
湖
の

土
地
を
収
用
す
る
と
い
う
通
告
が
あ
り
、

半
年
以
内
に
集
落
全
て
の
家
を
移
転
す
る

よ
う
に
と
の
命
令
が
届
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
伊
良
湖
射
場
（
小
中
山
町
）
の
拡
大
に

伴
う
用
地
買
収
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
戦

時
下
に
お
け
る
軍
の
力
は
絶
大
で
、
伊
良

湖
集
落
の
方
た
ち
は
、
現
在
の
伊
良
湖
集

風
光
明
媚
な
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
る
伊
良
湖
岬
。
そ

の
昔
、
伊
良
湖
の
集
落
が
全
村
移
転
し
た
の
を
、
皆
さ

ん
は
ご
存
知
で
す
か
？
今
回
は
、
地
区
の
方
か
ら
聞
い

た
移
転
の
歴
史
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

落
ま
で
レ
ー
ル
を
引
き
、
ト
ロ
ッ
コ
で
荷

物
を
運
び
移
転
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て

１
９
０
６
年
（
明
治
39
年
）
３
月
、
全
て

の
家
の
移
転
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

伊
良
湖
射
場
と
は

　

伊
良
湖
射
場
の
正
式
名
称
は
「
陸
軍
技

術
研
究
所
伊
良
湖
試
験
場
」
で
、
現
在
の

小
中
山
町
の
田
戸
神
社
付
近
に
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
当
時
の
日
本
陸
軍
の
大
砲
の

実
射
試
験
場
で
、
使
用
す
る
大
砲
や
弾
薬

の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
こ
で
試
験
検
査
を
受

け
て
、
戦
地
へ
と
配
備
さ
れ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
場
所
に
伊
良
湖

射
場
が
造
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
考
え

ら
れ
て
い
る
理
由
は
、
３
つ
あ
り
ま
す
。

 •

大
砲
の
射
幅
10 

km
が
確
保
で
き
た
こ
と

 •

地
形
が
平
ら
で
、
弾
が
飛
ん
で
い
く
様  

　
子
が
よ
く
見
え
た
こ
と

 •
家
が
少
な
く
用
地
取
得
が
し
や
す
か
っ

　
た
こ
と

　

１
９
０
１
年
（
明
治
34
年
）、
小
中
山

地
区
～
西
山
の
一
部
が
射
場
用
地
と
な

り
、
１
９
０
５
年
（
明
治
38
年
）
に
は
用

地
拡
大
の
た
め
西
山
～
伊
良
湖
地
区
が
軍

用
地
と
し
て
買
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
な
お
残
る
戦
争
遺
跡

　

伊
良
湖
射
場
の
施
設
で
、
現
在
も
残
っ

て
い
る
も
の
は
32
個
あ
り
ま
す
。
日
出
園

地
下
に
残
る
外
浜
観
測
所
も
そ
の
一
つ
で

す
が
、
多
く
は
小
中
山
町
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
最
も
象
徴
的
な
も
の
は
、
地
元
の

方
か
ら
通
称
「
六
階
建
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
気
象
観
測
兼
展
望
塔
跡
で
す
。
こ
の
塔

で
は
、
気
象
条
件
な
ど
を
観
測
し
た
り
、

大
砲
の
弾
の
軌
道
な
ど
を
確
認
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、残
さ
れ
た
戦
争
遺
跡
を
見
て
、

全
村
移
転
を
し
た
伊
良
湖
の
人
々
に
思
い

を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
伊
良
湖
村
移
転
」の
歴
史

「
伊
良
湖
村
移
転
」の
歴
史

▲外浜観測所（日出園地下）
宮山と小山の間を越えて飛ん
できた砲弾を観測した施設

①

③

②

①日出園地（日出砲台跡）からの眺め
②実際に使用されていた大砲
③昭和初期ごろの気象観測兼展望塔（右）と無線電

信所（左）
　※現在でもその姿を見ることができます
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伊
良
湖
の
歴
史
を
再
発
見
！

　

２
月
26
日
（
土
）、「
伊
良
湖
村
の
移
転

と
再
構
成
」
と
題
す
る
報
告
会
が
伊
良
湖

市
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。報
告
者
は
、

法
政
大
学
を
こ
の
春
に
卒
業
さ
れ
た
田
村

谷
友
美
さ
ん
で
す
。
田
村
谷
さ
ん
は
、「
伊

良
湖
誌
」
と
い
う
本
と
出
会
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
伊
良
湖
村
の
移
転
を
テ
ー

マ
に
調
べ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
そ
う
で

す
。
約
半
年
間
か
け
て
、
伊
良
湖
地
区
の

建
物
を
調
査
し
、
そ
の
成
果
と
考
察
を
卒

業
論
文
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
伊
良
湖
誌
」
と
い
う
本
は
、
伊

良
湖
自
治
会
が
平
成
18
年
11
月
に
発
行
し

た
伊
良
湖
集
落
移
転
１
０
０
周
年
記
念
誌

で
す
。
伊
良
湖
の
歴
史
や
郷
土
料
理
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
は
、
市

内
図
書
館
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
願
は
し
き
も
の
は
平
和
な
り

　

伊
良
湖
小
学
校
の
北
側
に
、
移
転
を
記

念
し
建
て
ら
れ
た
石
碑
が
建
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
17
年
11
月
、
こ
の
石
碑
の
前
に
、

移
転
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
伊
良
湖
自

治
会
に
よ
り
新
た
な
石
碑
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。こ
の
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
、

柳
田
國
男
の
紀
行
文
「
遊
海
島
記
」
の
中

に
出
て
く
る
「
願
は
し
き
も
の
は
平
和
な

り
」の
文
章
で
す
。
全
村
移
転
を
し
た
後
、

先
人
の
努
力
な
ど
に
よ
り
幸
せ
に
暮
ら
し

て
き
た
伊
良
湖
村
。
こ
の
二
つ
の
石
碑
に

は
、
伊
良
湖
の
方
々
の
、
こ
の
先
も
平
和

で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲移転記念碑（右）
　移転 100 周年記念碑（左下）

▲報告会で真剣に話を聞く
　参加者たち

▼

伊良湖集落移転 100 周
　年記念誌「伊良湖誌」

＜応募要領＞
◉応募資格　市内にお住まいの18歳以上の方
　　　　    ※ただし、公務員や公職にある方、高校生を除きます。

◉活動内容　次の中から希望するもの
❶市民記者（取材・記事作成）
❷インターネット（ブログ、T

ツ イ ッ タ ー

witterなど）　
を活用した情報発信
❸Ｃ

ケ ー ブ ル テ レ ビ

ＡＴＶ市政情報番組のナビゲーター出演
❹イベント・風景などの撮影

◉募集人員　７名以内
◉募集期間　５月２日⺼まで（必着）
◉応募方法　応募用紙に「氏名」「性別」「生年月日」「住

所」「連絡先」「職業」「応募動機・抱負（100
文字以内）」「参加したい広報活動」を記入
のうえ、直接持参または郵送・ファック
ス・Eメールにて
※上記の必要事項が記入されていれば、任意の用
紙でも可
※応募用紙は広報秘書課で配布のほか、市ホームペ
ージからもダウンロード可

市民
参加 広報サポーターを募集します。

平成23年度

◉選考方法　意欲などを考慮して、市の選考によ
                  り決定
◉発表　　　応募者に通知のほか、広報にも掲載
◉活動期間　平成24年3月末まで
◉謝礼　　　年10,000円

　　　【応募・問い合わせ先】
　　　　田原市役所　広報秘書課
　　　　〒441－3492（住所不要）
　　　　☎22局0138　　23局1691
　　　　　koho@city.tahara.aichi.jp
　　　　　http：//www.city.tahara.aichi.jp/

「広報たはら」の紙面づくりやケーブルテレビへの出演、インターネット
を使った情報発信など、市の広報活動に参加してみませんか？

│ 3 │　　　　　　　　　　平成 23年 4月15日

※
伊
良
湖
に
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
る
民
俗
学
者
。

「
遊
海
島
記
」に
は
、風
光
明
媚
な
伊
良
湖
に

つ
い
て
多
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
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地域
発!

亀
山
校
区
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

亀
山
小
学
校
と
連
携
し
、
地
域
全

体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

牛う
し

の
樹け

山や
ま

に
親
し
む

　

亀
山
校
区
に
は
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
り
、
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る

里
山
・
牛
の
樹
山
が
あ
り
ま
す
。
小
学
校

か
ら
近
い
こ
の
山
は
、
子
ど
も
た
ち
の
総

合
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
１
月
に
は
、
学
校
行
事
で
落
ち
葉

ス
キ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
場

と
な
る
傾
斜
地
は
、「
牛
の
樹
山
を
愛
す

る
会
」
の
方
た
ち
が
草
刈
り
な
ど
の
手
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
を
行
う
と

き
は
、
ま
ず
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
さ
ん
が
松

地
域
の
話
題

亀
山
校
区

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る

〝
ふ
る
さ
と
学
習
〞

▲お世話をしてくれた地域の方と記念撮影

地
域
の
自
然
や
歴
史
文
化
を
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
役
立
て
て
い
る

亀
山
校
区
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

林
に
出
向
き
、“
ご
”（
枯
れ
松
葉
）
を
集

め
ふ
も
と
に
運
び
ま
す
。
そ
れ
を
高
学
年

の
子
ど
も
た
ち
が
傾
斜
地
ま
で
運
ん
で
行

き
、先
生
の
指
導
で
ま
ん
遍
な
く
広
げ
て
、

落
ち
葉
の
ゲ
レ
ン
デ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
下
旬
に
は
、
牛
の
樹
山
を
愛
す
る

会
の
協
力
で
、
卒
業
生
に
よ
る
植
樹
を

行
っ
て
い
ま
す
。
苗
木
が
大
き
く
な
り
、

花
が
咲
い
た
り
実
が
な
っ
た
り
す
る
季
節

に
、
か
つ
て
遊
ん
だ
牛
の
樹
山
を
思
い
出

し
て
く
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

地
域
ゆ
か
り
の
活
動
　

　

亀
山
地
区
の
神
御
衣
御
料
所
で
は
、
伊

勢
神
宮
に
絹
糸
を
奉
献
す
る
「
お
糸
船
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
伊
勢
神
宮
の
「
神

服
」
の
原
料
糸
と
な
る
“
赤
引
き
の
糸
”

（
絹
糸
）
を
、「
三
河
赤
引
糸
」
と
し
て
奉

納
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ゆ
か
り
で
、
亀
山

小
学
校
で
は
、
蚕
を
育
て
、
繭
か
ら
糸
を

紡
い
で
絹
糸
を
作
る
体
験
学
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、絹
糸
を
使
っ
て“
は

た
”
を
織
る
「
機
織
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
は
た
織
り
経
験
の
あ
る
地
域

の
方
た
ち
が
ク
ラ
ブ
運
営
を
担
っ
て
い
ま

す
が
、
は
た
を
織
る
ま
で
の
準
備
に
は
、

相
当
の
手
間
と
時
間
が
か
か
る
た
め
、
多

く
の
協
力
者
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
こ
の
活
動
の
楽
し
さ
に
触
れ
、
多
く

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る

よ
う
に
、
は
た
織
り
体
験
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
他
校
区
の
方
で
も
大
歓
迎
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ク
ラ

ブ
活
動
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日時　4 月21日㊍、5 月19日㊍、5 月26日㊍、
　　　6 月30日㊍／午後１時30分～４時
場所・お問い合わせ　亀山小学校☎35 局 6210

▲落ち葉スキー場でソリ遊びを楽しむ亀山小学校の子どもたち

「機織クラブ」開催日
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₁ ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週㊋・㊎・圡 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
₂ このページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

市民と市役所でつくるページ♥あなたのニュースも募集中！田原市民活動支援センター

市民活動を応援するページ
田原ＵＣ（ユーシー）

●しみんの広場

市民活動紹介

羽ばたけ、地域とともに！ ～田原ＵＣメモリアル（卒業式）～

UC（U
ユナイテッド

nited C
チ ル ド レ ン

hildren）とは、中高生が「地域を舞台にどんな挑戦
をしていくかを自分たちで考え、自分たちで創り上げる」とい

う意識を持ち、社会に向けた活動を全国各地で行っている団体です。
　田原UCは、（社）田原青年会議所がアドバイザーとなり、「社会に出る
前に自分が何ができるか、社会のために自分が率先して何ができるかを
知ってほしい」という思いを胸に、市内の高校生で活動しています。
　2009 年には「エコキャップでつなぐ友情の輪」をテーマに「TAHARA 
UCフェス 09」を実現し、集まった 23 万個のエコキャップをワクチン寄

付に当てました。ほかにも、若い力で伝統を盛り上げようと「二七の市」へ出店したり、ホタルのすむ川にキャ
ンドルをともし、エコについて市民の皆さんに問い掛けたりしました。
❖第一期生が卒業
　３月 19日（土）に、田原UC第一期生の卒業式を行いました。田原町の築出
公園で「トキワマンサク」の植樹を行い、その後、田原文化会館多目的ホール
で卒業生一人ひとりが卒業証書を受け取りました。
　卒業生は、「仲間がいたから、普通ではできない経験ができた」「楽しかった、
第二期生もがんばって」という言葉を残し、それぞれの道に進んでいきました。
◦田原ＵＣでは、プロジェクトに参加してくれる中高生を募集しています。
　詳しくはお問い合わせください。
　問い合わせ▲ （社）田原青年会議所 ☎23 局 2740 　jimukyoku@taharajc.jp

協働
ニュース

田原市民活動支援センターのホームページを開設

　４月から、田原市民活動支援センターのホームページを開設し
ました。ここでは、センターの紹介やお知らせのほか、市民活動
団体のイベント情報、各種支援制度、その他市民活動に関する情
報などを随時お知らせします。市民の皆さんに、市民活動を身近
に感じていただけるような、市民活動団体やボランティア団体の
情報が集まるページを目指していきます。ぜひご活用ください。
　なお、当センターでは、ホームページへ掲載する情報を募集し
ています。掲載を希望する団体は、直接センター（下段の連絡先）
へご相談ください。
　　　　　　http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/アドレス

●田原ＵＣのメンバー

●記念植樹を行う第一期生
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学校生活の一コマ

を紹介

　　 和地小学校 「交流学習」
　　心をはぐくむ海と山のふるさと交流！ 
　　
　和地小学校では、平成18年の文部科学省「豊かな体験
活動推進事業」の委嘱をきっかけに、阿南町の小学校と
の交流が始まりました。この交流活動は、今年で６年目
を迎えます。
　昨年６月、和地小学校に到着した２台のバスから、阿
南町の４つの小学校の５年生が次々と降りてきまし
た。体育館に迎え入れ、学校の様子を互いに紹介してか
ら、和地小学校の４～６年生の案内で、和地海岸に出か
けました。児童会を中心に準備した企画で、磯浜に寄せ
る波とたわむれたり、貝やガラス石を見つけたりして、
山の子どもたちに和地の海の良さを味わってもらいま
した。
　今年６月には、本校の子どもたちが阿南町へ２泊３
日の宿泊学習に出かけます。この山の学校との交流や
自然体験を通して、豊かな感性や健やかな心を育てて
ほしいと願っています。

 伊良湖岬中学校 「クロスカントリーコース」
自然の中で楽しみながら体づくり！

　伊良湖岬中学校では、昨年９月、運動場の周りにク
ロスカントリーコースを造りました。コースは、幅が
約１．５mで１周が約４００mです。クロスカントリーと
は、野原や丘陵、森林などを横断するコースで行う長距
離競走のことで、高校駅伝や箱根駅伝に出場するような
強豪チームの練習にも取り入れられ、効果を上げていま
す。起伏のあるコースを走ることで、持久力だけでなく、
普段使わない多くの筋力を強化したり、バランス感覚や
敏
びんしょう

捷性を高めたりすることが期待できます。
　中学生の時期は、心肺機能が最も発達しますので、バ
ランスの良い体づくりが重要です。本校では、体育の授
業だけでなく、部活動での基礎体力づくりや陸上部の練
習でも活用しています。生徒からも「アップダウンでリ
ズムが変わっておもしろい」「知らないうちに長く走っ
ている」と好評です。このクロスカントリーコースで、楽
しみながら体づくりができることを願っています。

　今回は、“山の学校”長野県阿南町の小学校との交流の様子、
「魅力ある学校づくり事業」で作ったクロスカントリーコース
を活用する様子をご紹介します。 ●学校教育課２３局３６７９

◦仲良くなった阿南町の小学生と一緒に

◦起伏のあるコースを走る子どもたち

◦名刺交換をする子どもたち ◦タカラガイを発見！

◦近隣の小学生もコースで練習
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4

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

郷
土
の
偉
人
で
あ
る
渡
辺
崋
山
の
伝
記
に
ち
な

ん
だ
立
志
式
が
田
原
中
部
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。式
典
で
は
、卒
業
を
間
近
に
控
え
た
６
年
生
53

名
が
、崋
山
の
銅
像
を
前
に
志
を
誓
い
、将
来
の
夢

な
ど
の
作
文
を
納
め
ま
し
た
。児
童
た
ち
は
８
年
後

の
成
人
の
日
、こ
の
作
文
を
開
封
す
る
予
定
で
す
。

　

渥
美
半
島
自
然
体
験
エ
コ
ツ
ア
ー﹁
シ
デ
コ
ブ

シ
と
藤
七
原
湿
地
の
自
然
探
訪
﹂が
衣
笠
山
周
辺

な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。市
内
外
か
ら
参
加
し
た
26

名
は
、イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
自
然
ガ
イ
ド

の
案
内
で
、湿
地
や
シ
デ
コ
ブ
シ
な
ど
を
観
察
し
た
ほ

か
、火
打
石
を
打
つ
体
験
を
し
ま
し
た
。

▲渡辺崋山の像を前に、それぞれの志を誓う児童たち

思
い
を
新
た
に

志
を
誓
う

陽
春
の
半
島
で

自
然
を
満
喫

３
月
16
日［
水
］

３
月
27
日［
日
］

▲藤七原湿地で、ウグイスの鳴き声に耳を傾ける参加者たち

　

田
原
福
祉
専
門
学
校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、44
名

が﹃
た
っ
ぷ
く
﹄の
門
を
た
た
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
２

年
間
で
、介
護
福
祉
士
の
国
家
資
格
取
得
を
目
指
す

皆
さ
ん
。市
外
か
ら
の
新
入
生
も
多
く
、中
に
は
外

国
出
身
の
方
も
い
ま
す
。地
域
に
飛
び
込
み
、田
原
市

で
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

福
祉
を
学
ぶ

新
生
活
ス
タ
ー
ト
！

４
月
４
日［
月
］

▲力強く誓いの言葉を述べる川口真依さん
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は
英
語
で
﹃
養
子
縁
組
を
す
る
﹄
と
い

う
意
味
で
、
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

﹃
里
親
制
度
﹄
と
訳
さ
れ
ま
す
。
市
民
の

方
に
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
道
路

や
公
園
、
河
川
な
ど
を
養
子
と
み
な
し
、

親
が
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
、

清
掃
・
美
化
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
活
動
場
所

　

市
が
管
理
す
る
道
路
・
公
園
・
河
川
な

ど
の
公
共
施
設

◉
活
動
内
容

　

ご
み
の
収
集
、
除
草
、
樹
木
の
管
理
、

活
動
計
画
書
・
報
告
書
の
提
出

◉
支
援
内
容

環
境
美
化
に
必
要
な
物
品
（
ご
み
袋
、

軍
手
）
の
支
給
や
貸
し
出
し

希
望
者
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
名
称
を

表
示
す
る
サ
イ
ン
看
板
の
設
置

活
動
時
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
補

償そ
の
他
活
動
に
必
要
な
事
項

◉
対
象
者

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
個
人
・

事
業
者
・
団
体

◉
申
し
込
み

　

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、維
持
管
理
課
へ
直
接（
申

し
込
み
用
紙
は
維
持
管
理
課
で
配
布
す

　

田
原
市
で
は
、

ま
ち
の
環
境
美

化
を
推
進
し
て

い
く
た
め
の
ア

ダ
プ
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
里
親
制

度
）
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
市
民
と

市
が
協
力
し
合
い
、
市
が
管
理
す
る
道

路
、
公
園
、
河
川
な
ど
の
公
共
施
設
を
市

民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
っ
て
管
理
す

る
制
度
で
す
。
ア
ダ
プ
ト
（a

ア
ダ
プ
ト

dopt

）
と

る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

◉
そ
の
他

　

申
し
込
み
後
に
、
市
と
協
議
し
て
「
合

意
書
」
を
交
わ
し
ま
す
。　

▼
維
持
管
理
課

☎
23
局
４
１
０
３　

23
局
０
１
８
０

　

ijikanri@
city.tahara.aichi.jp 

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

▼
対
象
＝
市
内
の
複

数
名
で
構
成
す
る
グ

ル
ー
プ
（
中
学
生
以

下
の
子
ど
も
を
含
む

場
合
は
保
護
者
同
伴
）

▼
調
査
期
間
＝
６
月
５
日
（
日
）
の
前
後

１
週
間　

※
こ
の
期
間
内
に
、
調
査
が
で

き
な
い
場
合
は
時
期
を
ず
ら
し
て
調
査
す

る
こ
と
も
可
能
。　

▼
内
容
＝
身
近
な
水

辺
（
河
川
・
海
・
た
め
池
な
ど
）
の
水
質
、

水
量
、
生
態
系
な
ど
を
調
べ
て
調
査
結
果

を
報
告　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込

み
＝
５
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
環
境
衛
生

課
で
配
布
す
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

kankyo@
city.tahara.aichi.jp

ま
ち
の
環
境
美
化
対
策

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム︵
里
親
制
度
︶

流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

一
斉
調
査
参
加
者

◉全県域汚水適正処理構想（案）について
募集期間 ▼５月10日㊋～６月８日氺
　田原市では計画的・効率的な汚水処理施設の整備推進を
図ることを目的として、汚水適正処理構想の素案を取りま
とめました。なお、公表後に素案を県に提出し、県が各市町
村の素案を取りまとめ、全県域汚水適正処理構想として公
表されます。
担当課 ▼下水道課 ☎23局３５２５　 22局3１８４
　　　　 　gesui@city.tahara.aichi.jp

□意見提出方法
❶公表場所へ持参　❷郵便　❸ＦＡＸ　❹Eメール
住所・氏名・電話番号を明記のうえ、意見を提出してくださ
い。（個々の意見には直接回答いたしません。）

□計画案の公表場所
市役所下水道課、赤羽根市民センター（旧赤羽根支所）、渥美支
所地域課、市役所情報広場、中央図書館、市ホームページ
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/

パブリックコメント手続制度に基づき、
以下の案件について意見を募集します。パブリックコメント　意見募集！

▲ロゴマーク
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長
野
県
宮
田
村

り
ん
ご
の
木
オ
ー
ナ
ー

　

平
成
11
年
に
田
原
市
と
友
好
提
携
を
結

ん
た
宮
田
村
で
は
、
交
流
事
業
の
一
環
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
上
伊
那
宮
田
支
所
が
「
り
ん

ご
の
木
オ
ー
ナ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。
太

陽
の
光
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
て
育
っ
た
、
甘

い
蜜み

つ

の
入
っ
た
「
サ
ン
ふ
じ
」
を
収
穫
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
昨
年
度
に
契
約
し
た
オ
ー
ナ
ー

の
方
に
は
、
継
続
希
望
を
お
伺
い
す
る
ハ

ガ
キ
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
記
入

の
う
え
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

♥
サ
ン
ふ
じ
Ａ

・
価
格
＝
２
万
５
０
０
０
円
（
税
込
み
）

・
数
量
＝
１
８
０
個
保
証

♥
サ
ン
ふ
じ
Ｂ

・
価
格
＝
３
万
８
５
０
０
円
（
税
込
み
） 

・
数
量
＝
３
０
０
個
保
証

▼
申
し
込
み
＝
５
月
９
日
（
月
）
ま
で
に

電
話
に
て

▼
Ｊ
Ａ
上
伊
那
宮
田
支
所
営
農
課

☎（
０
２
６
５
）84
局
１
２
０
１

～
ホ
テ
ル
で
味
わ
う
豊
橋
・
田
原
の
旬
～

　

農
業
王
国
豊
橋
・
田
原
で
生
産
さ
れ
る

旬
の
特
選
素
材
を
活
か
し
た
地
産
地
消
ラ

ン
チ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
シ
ェ
フ
や
生

産
者
の
方
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
５
月
18
日
（
水
）
正
午
～
午
後

２
時　

▼
場
所
＝
ホ
テ
ル
ア
ー
ク
リ
ッ

シ
ュ
豊
橋　

▼
講
師
＝
酒
井
淳
氏
（
ホ
テ

ル
総
料
理
長
）、
地
元
の
生
産
農
家
ほ
か

▼
定
員
＝
25
名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　

▼
参
加
料
＝
３
５
０
０
円
（
食

事
代
）　

▼
申
し
込
み
＝
５
月
２
日
（
月
）

ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に

て
（
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－
８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１　

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　

info_nosei@
city.toyohashi.lg.jp

　

http://w
w
w
.toyohashi-tahara.jp/

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
防
犯
協
会
、
警
察
が

協
力
し
あ
い
、
身
の
周
り
に
危
険
を
及
ぼ

す
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
を
行
い
ま

す
。
暖
か
く
な
り
、
気
持
ち
も
開
放
的
と

な
る
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
身
の
周
り
の
防

犯
対
策
が
し
っ
か
り
と
で
き
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
新
入
学
児
童
・
園
児
は
、
身
を

守
る
力
が
弱
い
の
で
、
保
護
者
を
は
じ
め

周
り
の
大
人
の
方
が
見
守
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
地
域

ぐ
る
み
で
防
犯
活
動

を
行
い
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

◉
運
動
の
重
点

▲

子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
事
件
・
事
故

　

の
防
止

▲

自
転
車
盗
お
よ
び
自
動
車
関
連
窃
盗
の

　

防
止

▲

住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

新
緑
が
鮮
や
か
と
な
る
こ
の
時
期
、
新

入
学
児
の
行
動
範
囲
が
広
が
っ
た
り
、
高

齢
者
の
朝
夕
の
散
歩
な
ど
で
外
出
の
機
会

が
増
え
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
や

高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
交
通
事
故
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
ま
た
暖
か
く
な
り
、
開
放
感

か
ら
飲
酒
運
転
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
飲
酒
運
転
を

な
く
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た

ら
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
で
交
通
事
故

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◉
重
点
目
標

▲

子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守  

　

ろ
う

▲

す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し

　

よ
う

▲

自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め
よ
う

▲

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
３
月
４
日
、
堀
切
厄
才
会 

代
表 

渡
會

英
樹
様
か
ら
、
堀
切
小
学
校
の
備
品
充
実

の
た
め
、
枠
台
付
き
鏡
48
本
、
歯
鏡
48
本
、

和
太
鼓
２
台
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
１
台
。

▼
３
月
10
日
、
カ
リ
ツ
ー
株
式
会
社
様
か

ら
、
交
通
安
全
推
進
の
た
め
金
２
０
０
万

円
。

▼
３
月
24
日
、
有
限
会
社
丸
一
電
器 

代

表
取
締
役 

飯
尾
幸
雄
様
か
ら
、
生
涯
学

習
施
設
充
実
の
た
め
、
田
原
文
化
会
館
に

テ
レ
ビ
一
台
。

春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

　
　
　

５
月
９
日
月
～
１８
日
水

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
　

５
月
11
日
水
～
20
日
金

豊
橋
田
原
食
育
体
験
講
座「
地
産
地
消

の
ラ
ン
チ
セ
ミ
ナ
ー
」　

参
加
者
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＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

60

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

も
や
せ
る
ご
み
は
、
収
集
さ
れ
た
後
、
田
原
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
「
炭
生
館
」
へ
搬
入
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
も

や
せ
る
ご
み
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

も
や
せ
る
ご
み
か
ら

炭
が
で
き
ま
す

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
3
5
3
8

　

23
局
0
1
8
0

 

も
や
せ
る
ご
み
の

 

出
し
方
は
？

も
や
せ
る
ご
み
を

減
量
し
よ
う

ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
確
認
し
、分
別
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

炭
生
館
へ
搬
入
さ
れ
た
も

や
せ
る
ご
み
は
、蒸
し
焼

き
に
さ
れ
、炭
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。で
き
た
炭
は
、

保
温
剤
な
ど
と
し
て
使
用

さ
れ
ま
す
。

も
や
せ
る
ご
み
で
大
き
な
割
合
を
占
め
る

の
が
、紙・布
類
で
す
。そ
の
中
に
は
、牛
乳

パ
ッ
ク
・
チ
ラ
シ・
包
装
紙
・
菓
子
箱
な
ど
、

資
源
と
し
て
再
生
可
能
な
も
の
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。資
源
と
し
て
出
せ
る
も
の
は
、

分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

炭
生
館
は
、自
由
に

見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。詳
し
く
は
、

炭
生
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
生
ご
み
は
、水
を
よ
く
切
る

　

も
や
す
と
き
に
使
用
す
る
燃
料
が

　

少
な
く
な
り
ま
す

●
長
い
ひ
も
状
の
も
の
は
、　　

以

　

内
に
切
る

　

長
い
ま
ま
だ
と
、機
械
に
か
ら
ま
り

　

故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す

●
金
属
な
ど
の
異
物
を
混
ぜ
な
い

　

機
械
が
破
損
し
、故
障
の
原
因
に
な

　

り
ま
す

http://www.gsj-tanseikan.co.jp

３０
cm

▼
炭
生
館

た
ん 

せ
い 

か
ん

▪
補
助
要
綱
や
申
請
様
式
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
３
３
１
人・事
業
所
62
か
所（
３
月
末
現
在
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

◉
田
原
市
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
等

　

補
助
金
制
度
の
ご
紹
介

　

環
境
に
や
さ
し
い
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
さ
れ
る
方
や
低
公
害
車
を
購
入

さ
れ
た
市
民
の
方
・
市
内
事
業
所
に
対
し

て
、
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
補
助
要
綱
や
補
助
金
額
（
太
陽

光
発
電
の
み
）
な
ど
が
平
成
22
年
度
と
変

わ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

補助施設等 補助額 申請時期 他の補助

太陽光発電
（住宅用・事業用）

上限24万円
（６万円／ｋW）

工事着手前
（2週間程度前）

国
（住宅用）

低公害車
（個人用・事業用）

上限５万円
（車両本体価格の５％）

新車登録・支払完了後
30 日以内

県
（事業用）

■平成23年度エコエネルギー導入等補助金制度

1市税などの滞納がある場合は、補助金を受けることができません。
2たはらエコチャレンジ宣言の登録が必要となります。
3平成23年度中に設置や購入が完了するものが対象となります。
4申請書類は、本人または家族の方が、直接エコエネ推進室に提出してく
　ださい。
5予算がなくなり次第、受付を終了します。

❖
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

作
ら
れ
た
電
気
は

ご
家
庭
で
利
用
し
、

余
っ
た
場
合
は
電
力

会
社
に
売
電
で
き
ま

す
。平
成
23
年
度
に

設
置
し
た
場
合
の
買

い
取
り
価
格（
住
宅

用
）は
42
円
／
kWh
で
、10
年
間
固
定
で
す
。

設
置
費
用
は
１
kW
あ
た
り
平
均
60
万
円

程
度
で
す
。

❖
低
公
害
車

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動

車
や
電
気
自
動
車
、天
然

ガ
ス
自
動
車
、メ
タ
ノ
ー

ル
自
動
車
が
対
象
で
す
。

平成 23年 4月15日   　  　　　　　　　　│ 10 │
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防
災
ま
め
知
識

東
日
本
大
震
災　

田
原
市
の
支
援

こ
ん
に
ち
は
、“
か
ん
ち
ゃ
ん
”で
す
。

３
月
11
日（
金
）午
後
２
時
46
分
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し
、

想
像
を
絶
す
る
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
田
原
市
が
実
施
し
て
い

る
支
援
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
後

も
要
請
に
応
じ
、
支
援
す
る
予
定
で
す
。

▪
人
的
支
援

◉
緊
急
消
防
援
助
隊
愛
知
県
隊

　

宮
城
県
亘
理
町
・
山
元
町
へ
派
遣
／

３
月
12
日
の
第
２
次
隊
に
参
加
後
、
５

日
間
程
度
で
次
の
隊
と
交
代

◦
第
２
次
隊
・
第
５
次
～
８
次
隊
＝
消

火
隊
５
名

◦
第
９
～
12
次
隊
＝
消
火
隊
４
名

◉
給
水
活
動

　

栃
木
県
矢
板
市
へ
派
遣
／
３
月
12
日

出
発
・
３
月
18
日
帰
庁

◦
職
員
２
名
、
給
水
車
１
台

◉
住
家
被
害
認
定
調
査
活
動

　

千
葉
県
浦
安
市
へ
派
遣
／
３
月
25
日

出
発
・
４
月
７
日
帰
庁

◦
第
１
次
／
第
２
次
＝
職
員
４
名
／
２
名

◉
農
業
集
落
排
水
管
路
の
被
災
状
況
調
査
活
動

　

千
葉
県
香
取
市
へ
派
遣
／
３
月
28
日
出

発
・
４
月
１
日
帰
庁

◦
職
員
２
名

▪
物
的
支
援

◉
市
か
ら
の
支
援

◦
宮
城
県
警
へ
納
体
袋
２
０
０
袋
（
３
月

22
日
）

◦
宮
城
県
へ
ア
ル
フ
ァ
米
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト

な
ど
７
３
８
０
食
（
３
月
24
日
）

◦
宮
城
県
へ
、簡
易
ト
イ
レ
１
０
０
個
、小
児

用
お
む
つ
１
７
８
４
枚
な
ど（
３
月
28
日
）

◉
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
支
援

　

３
月
22
日
～
28
日
に
受
け
付
け
た
皆
さ

ん
か
ら
の
支
援
物
資
は
、
愛
知
県
を
通
じ
、

宮
城
県
へ
届
け
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◦
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
７
２
１
食
、
カ
ッ
プ

め
ん
な
ど
７
８
３
食
、缶
詰
７
９
０
食
、

粉
ミ
ル
ク
88
㎏
、
お
む
つ
（
大
人
・
小

児
用
）
２
万
７
９
４
８
枚
な
ど

※
支
援
内
容
は
４
月
８
日
現
在　
　
　

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

田原市・設楽町交流スタンプラリーにご参加ください
田原市と姉妹都市 設楽町との共同事業である、交流スタンプラリーをご紹介します。

◉応募先
田原市役所、渥美支所、赤羽根市民センター（旧赤
羽根支所）、設楽町役場、津具総合支所
◉賞品
国内旅行券（１本）、グリーンメッセージ宿泊利用券（5
本）、設楽町特産品（40本）など計１3２本予定
◉お問い合わせ
政策推進課☎23局３５０７
※詳しくは、市役所、渥美支所、赤羽根市民センター（旧
赤羽根支所）、各ラリースポットにある応募用紙または市
ホームページ（http://www.city.tahara.aichi.jp）を
ご覧ください。

　平成２年に田原市と設楽町は姉妹提携し、昨年、
20周年を迎えました。これからも交流を続けていく両
市町では、今年度も交流スタンプラリーを開催します。
　応募用紙に指定のスタンプを押して応募すると、抽
選で賞品が当たります。設楽町の「山の自然」を満喫
し、スタンプラリーに参加してみてはいかがですか。
◉開催期間
４月29日（金・祝）～平成24年２月29日（水）※応募はがき必着
◉参加資格
どなたでも
◉応募方法
応募用紙に、指定の４つのエリ
ア（設楽町Ａ・Ｂ、田原市Ｃ・Ｄ）
から各１つ、すべてのエリアの
スタンプを集め、必要事項を記
入のうえ、直接または郵送にて

このコーナーでは、田原市の国内外の交流事業や
多文化共生事業の情報をお届けします。
▶政策推進課☎２３局３５０７　

◉市内で応募用紙を配布しているラリースポット
「道の駅」田原めっくんはうす・あかばねロコステーション・伊良湖ク
リスタルポルト、蔵王山展望台、サンテパルクたはら、シェルマよし
ご、白谷海浜公園、菜の花まつり会場（平成24年１月中旬開催）
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N
o.688 平

成
23

年
４

月１
5

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

汐
川
と
青あ

お
づ津
川
が
交
わ
る
と
こ
ろ
（
神

戸
町
）
に
、
２
基
の
大
き
な
石
碑
が
建
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
石
碑
の
一
つ
に
は
「
汐

川
改
修
之
碑
」、
も
う
一
つ
に
は
「
土
地

改
良
事
業
功
労
者　

仲
井
式
次
郎
先
生
彰

徳
碑
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

仲
井
式
次
郎
は
、
明
治
２
年
、
現
在
の

西
神
戸
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
神
戸
小
学

校
に
勤
務
し
、
退
職
後
に
地
元
の
区
長
、

村
会
議
員
、
渥
美
郡
会
議
員
、
大
正
10
年

～
昭
和
４
年
に
は
神
戸
村
の
村
長
を
務
め

て
い
ま
す
。こ
こ
ま
で
の
経
歴
を
見
る
と
、

地
域
の
典
型
的
な
名
士
と
し
て
の
道
を
順

調
に
歩
ん
で
き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

式
次
郎
が
村
長
を
務
め
た
こ
ろ
の
神
戸

村
は
、
耕
地
も
少
な
く
、
決
し
て
裕
福
で

恵
ま
れ
た
村
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
上
、
神
戸
村
内
を
流
れ
る
汐
川
や
そ

の
支
流
は
、
川
幅
が
狭
く
曲
が
り
く
ね
り
、

一
旦
雨
が
続
く
と
水
は
堤
防
か
ら
溢
れ
、

周
辺
は
水
浸
し
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
高

潮
に
な
る
と
耕
地
に
海
水
が
流
れ
込
み
、

塩
害
に
も
悩
ま
さ
れ
、
作
物
に
も
大
き
な

被
害
を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
台
地
は
水
が

不
足
し
、
低
い
土
地
は
水
は
け
が
悪
く
、

腰
ま
で
ぬ
か
る
む
深
田
で
、
農
道
も
な
く
、

耕
作
や
収
穫
の
た
め
の
出
入
り
も
不
便
で

し
た
。
働
い
て
も
繰
り
返
し
起
こ
る
災
害

に
よ
っ
て
田
畑
は
荒
地
と
な
り
、
神
戸
村

の
人
た
ち
は
、
苦
し
み
希
望
を
失
っ
て
い

き
ま
し
た
。
日
々
の
生
活
は
荒
れ
る
ば
か

り
で
、
も
は
や
限
界
に
達
し
て
い
ま
し
た
。

式
次
郎
は
こ

の
こ
と
に
深

く
心
を
痛
め
、

汐
川
沿
岸
耕

地
整
理
組
合

を
作
り
、
働

い
た
だ
け
裕

福
に
な
る
畑
を
整
備
す
る
た
め
に
、
汐
川

の
改
修
と
耕
地
整
理
の
事
業
を
進
め
る
決

意
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
組
合
員
は
な
か

な
か
“
う
ん
”
と
言
い
ま
せ
ん
。
こ
こ

か
ら
式
次
郎
の
苦
難
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

式
次
郎
は
、
説
得
す
る
た
め
に
20
回
以

上
の
会
議
を
重
ね
ま
し
た
。
反
対
の
理
由

は「
工
事
費
を
捻
出
す
る
余
裕
が
な
い
」「
工

事
の
間
は
作
物
が
作
れ
な
い
」「
新
し
い
道

路
・
水
路
に
よ
っ
て
耕
作
地
の
面
積
が
減

る
」
と
い
う
心
配
で
し
た
。
反
対
意
見
だ

け
で
な
く
、
事
業
は
複
数
の
町
村
に
ま
た

が
る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
複
雑
だ
っ

た
こ
と
も
障
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

意
を
決
し
た
式
次
郎
は
、
代
表
者
の
前

で
、
事
業
を
断
念
し
、
自
ら
の
命
を
捧
げ

る
決
意
を
涙
な
が
ら
に
語
り
ま
し
た
。
参

加
し
た
全
て
の
人
が
、
式
次
郎
の
思
い
に

心
は
動
か
さ
れ
、
26
回
目
の
最
後
の
会
議

で
、
つ
い
に
全
員
の
同
意
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、

　

汐
川
改
修
事
業
と
仲
井
式し

き
じ
ろ
う

次
郎

式
次
郎
は
病
に
侵
さ
れ
、
事
業
の
完
成
を

待
た
ず
に
昭
和
６
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

式
次
郎
が
願
っ
た
汐
川
の
改
修
と
耕
地

整
理
は
、
昭
和
２
年
に
工
事
が
始
ま
り
、

下
流
の
村
も
そ
れ
に
連
動
し
て
耕
地
整
理

事
業
を
進
め
、
現
在
の
よ
う
な
使
い
や
す

い
耕
地
の
姿
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
32
年
３
月
、
式
次
郎
の
功
績
を
称

え
、顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
朝
夕
、

太
陽
の
光
を
浴
び
て
輝
く
そ
の
存
在
感
は

圧
倒
的
で
す
。
そ
の
姿
は
、
ま
る
で
式
次

郎
が
汐
川
の
流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
か
の

よ
う
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】ス
イ
ー
ト
ピ
ー
ハ
ウ
ス（
日
出
町
）

▼
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
ハ
ウ
ス
で

は
、例
年
よ
り
も
早
く
種
用

の
花
が
咲
き
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、

切
り
花
の
価
格
が
下
落
し
、出
荷
を
見

合
わ
せ
た
た
め
と
の
こ
と
で
し
た
。き

れ
い
な
花
を
見
る
と
、笑
顔
に
な
る

方
も
多
い
は
ず
。た
く
さ
ん
の
笑
顔

を
咲
か
せ
る
た
め
の
、大
切
な
種
。真

心
込
め
て
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。（
Ｏ
）

▲仲井式次郎（神戸市民館提供）
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